「すゾ し」 とい ふ 語 は 「すが/ \ し」 のつ ゾまリ たる 

やや くわん 

にやと 覚 ゆれ ど、 意義 稍 変り てお もに 気候に 関して 

用うる 事と なり、 「涼」 の 字 を あて はむ る やうに はなり 

ぬ。 月 令に は 「涼風 至 白露 降」 とい ふ を 七月と したれ 

ば 涼風 は 初秋の 風なる べし。 されば 支那の 詩 亦 多く は 

初秋に 涼の 字 を 用う。 す、 V しとい ふ 語 は 万 葉に は 無き 

かと 思 はる。 古今 集に は 

みな 月つ こもりの 日よ める 躬恒 

夏と 秋と ゆきか ふ 空の かよ ひち はかた へ 涼しき 

風 や 吹く らん 



秋 立 日う へ の をの こと も 加 茂の 川原 

に 川せ うえう しける ともに まかりて 

よめる 貫 之 

川風の 涼しく も あるかう ちょす る浪 とともに や 

秋 は 立つ らん 



J れさだ み こ うた あはせ 

ョ f C '篛ー 



後 撰 集に は 

是貞 の 親王 の 家の 歌合 に 読 人し 

らす 

に はかに も 風の 涼しくな りぬ るか 秋た つ 日と は 

う へ もい ひけり 



拾遺 集に は 

題 しらす 安 貴 王 

秋 立ちて いくか も あらね とこの ねぬ る あさけ の 

風は袂 涼し も 

など あり。 此等は 皆 秋 涼の 意 を 詠みし 者に て 夏に 詠み 

たる 者 無し。 (秋 立ちての 歌 は 万 葉に あり やなし やた 

しかなら ね ど 若し 安 貴 王に して 万 葉 所載の 安 貴 王と 同 

人なら ば 万 葉 時代 既に 「す y し」 の 語 を用ゐ たるな り) 

後 拾遺 集に 至れば 



秋た つ 日よ める 読 人 しらす 

うちつけに 抉す y しくお ぼ ゆる は 衣に 秋の きた 

るな リけリ 

などい ふ 秋の 歌の 外に 

宇治 前 太 政 大臣 家に 三十 講の後 歌合 

し 侍りけ るに よみ 侍りけ る 民 部 卿 

長家 

夏の 夜 もす ゾ しかりけ り 月影 は 庭し ろた へ の 霜 



と 見え つ 、 

夏の 夜 涼しき 心 をよ み 侍りけ る 堀 

河 右大臣 

ほ ともなく 夏の すゾ しくな リ ぬる は 人に しられ 

て 秋 やきぬ らん 

くれの 夏 有 明の 月 をよ める 内大臣 

夏の 夜の 有 明の 月 を 見る 程に 秋 を もまた て 風 そ 

す > しき 

泉の 声 夜に 入て 涼しと いふ 心 をよ み 

侍りけ る 源師賢 朝臣 

さ 夜 深き 岩 井の 水の 音き け はむ す はぬ 袖 も 涼し 



かりけ り 

など 夏に 涼しと いへ る 歌 多く 載せられぬ。 霜と いひ 秋 

とい ひて 「涼し」 と 結びた るは猶 秋の 意 を 離れね ど 「さ 

夜 深き」 の 歌 は 秋と も 霜と もい はで 只 「涼し」 とい ひ 

たるに て此 語の 稍 夏に 用ゐ 初められ たる を 見る ベ し。 

又 同じ 集に 

題 しらす 曾 根好忠 

な つ ころも 

夏衣 立 田 河原の 柳 かけす ^ みに き つ ゝ ならす 

ころ かな 



と ぁリ。 此時 既に 「す y む」 いふ 動詞 も 出来たり。 

金 葉 集に も 

あきひとよ を へだつ 

秋隔 一夜と いへ る 事 をよ める 中 

納 言顕隆 

みそき する みき はに 風の 涼しき は 一 夜 を こめて 

秋 やきぬ らん 

百 首 歌の 中に 秋 立 心 をよ める 春宫 

大夫 公実 

とこと はに ふく 夕 くれの 風 なれと 秋た つ 日 こそ 



味に 用うる 事と はなり たり。 

連歌 及び 俳句に て は 「涼し」 「涼風」 「涼み」 など を 

夏季と 定め、 秋季に は 特に 「秋 涼」 「初 涼」 「新 涼」 等 

の 語 を 用うる 事と 定まりぬ、 蓋し 「す y し」 とい ふ 語 

は 初め 

三 伏の 暑気 退き て 秋 涼 漸く 至る 

の 意に 用 ゐられ たる 者が、 後に は 

三 伏の 暑気 灼 くが 如き 中に (風 又は 水 等の ため 



に) 特に 涼しく 感ず 

るの 意に 変じた るな り。 
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